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その１）この「白馬のおいしい空気」をいつまでも！（7/17 発行）
その２）村ごと自然公園 : そのど真ん中に巨大ゴミ処理場が !
その３）ほんとうに活断層はだいじょうぶ ?（8月上旬）
その４）やれます ! ごみ減量、できます ! 自然にやさしいゴミ施設（8月下旬）
その５）ごみ処理場計画 : 知恵を出し合って話し合える場を !（9月上旬）

行政・住民・専門家で、話し合える「場」
をつくって

　1. 現施設を大切に使う
　2. ごみの分別・減量化
　3. この地にあった施設をつくる

などを話し合うのが、「最善の策」で
はないでしょうか？

アンケート（住民投票）実施の前に もう一度ご検討下さい。

本当に活断層は大丈夫？！
白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会ニュース Vol.28_080817号

再 検 討 委 員 会 を
つ く っ て 下 さ い！

その3）

＜これからのニュースの予告＞

10-11 月予定？？

そんなわけ、あるかや～。

本当
に

飯森
に建っても

いいですか ?

東山
（東側）

姫川

候補地

護岸

JR

神城活断層（主断層）

国道

いつの間
にか？

誰が「安
全」と判

断したの
？

広域連合行政側

常識がある人は
建てません！

50m 離れたから
安全だとする主張は
ナンセンス！

関口 先生／ごみ問題の専門家

奥西 京大名誉教授

小坂 信大副学長／構造地質学

広域連合で活断層の調査依頼した
原山教授

（信州大学山岳科学総合研究所）

「神城活断層は、姫川の西側
( 候補地側 ) にある事が分かった」

「基礎をしっかり
作れば建設

には問題ない」

50m～

これで、有害物質の
量を減らせるよ！

「50m以上離せば・・・」

判断するの
は、あくま

でも

白馬村など
広域連合の

皆様

です。

総事業費 42.5 億円
の中に、基礎

や土地の造成費は
含まれていま

せん。何億円予算が
膨らむので

しょうか？？

あの場所は
、地盤

が悪すぎる

多
く
の
専
門
家
は
、

　
　

危
険
性
を
指
摘
！！

こ
れ
か
ら
20
年
間
の

問
題
で
す
。

慎
重
に
考
え
ま
し
ょ
う
！



燃やすゴミがなくなって、せっかく分別
したものや、あげくは産業廃棄物を燃や
したりする事例が続出。。はたまた、経費
がかさみ運営できない施設さえある。

白馬新ごみ処理施設を考える連絡協議会ニュース
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皆様の一層のご支援をお願いいたします！
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白馬の「流動床
」のタイプ

は、優秀で50
-60年使っ

ているところも
あります。

ダイオキシンが

心配だから

「最新式」良い
のでは？

ダイオキシン対
策になりません

。

ヨーロッパ等で
はローテクで

対処しています
。

北アルプス広域で処理した
方が、何かと良いような気

がするが・・・。
火葬場・消防・介護保険もあるし

広域化・大型化
・連続運転

は、破綻への道
です。

今の炉でも、塩ビ等を
燃やさなければ良いんです。

やっぱり、「最新式
」の方が

安全じゃないの？
？

ダイオキシンより毒性の強
いものが発生し、その半分
も除去できないです。

それらは、規制の対象外の物質です。

ここは豪雪地帯だから、
2カ所に作っても国の補助を受け
れます。無理して1カ所に作る

必要はないんだよ。

高温で燃やすの
で、危険で

ないものまで有
害なものに

変化させます。

梶山 弁護士／ごみ弁連会長

議会の中
でも、

平成32
年まで使

う計画を
発表し

てるんだ
よ。

講演会「ごみ焼却場の何が問題か？」
（講師：梶山正三 弁護士。7/23開催）
にお越し頂き誠にありがとうございま
した！
 参加者数： 約 200名 カンパ合計： 101,043円 

白馬の焼却場は、そろそろ使えないって聞くけど？

 

きっちり分別で、
燃やすごみの減量

 

コンサルやメーカー、国の
言いなりで、お金がとても
かかる大型施設を建設。後
始末はその地方に押し付け
る。日本中あちこちで起
こっている問題だね。

燃やしても有害なものにならない。ごみにならないようなものを作っ
たり、ごみになる部分を少なくする等の政策が、海外の主流です。近
い将来、日本政策も燃やさない方向進んでいくでしょう。
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“疑 問”にお応えします！


